




























年 月 日

殿

筑波大学長
永田 恭介

推 薦 書

下記の者を、 貴奨学生として適当と認め推薦いたします。

所属 筑波大学

氏名

群

院術学

学類

研究群 年次

推薦所見

指導教員等 所属 氏名 印＿



家 庭 調 書

所 属 学群 学類ー一一一年次

課程 生癒院 砥究誰 年次

講 学籍番号 I I I 性別 男 ・ 女 〒 ,TEL （ ） 
現住所

フリガナ

者 T TEL （ ） 
氏 名 家族住所

続柄 氏 名 年齢 職 業 在職 勤務先名称 給与所得の収入 給与所得以外の
期間 金額（税込） 所得金額

家 就 父 年 万円 万円

族
学 母 年 ｝ 万円 万円
者

父または母死亡 ・ 離別の場合 時期（ 年 月） 理由( ） 及 を

び 除 主たる家計支持者無職等の場合 時期（ 年 月） 理由( ） 

＜ 年 万円 万円

家 年 万円 万円
族

年 万円 万円

年 万円 万円

続柄 氏 名 年齢 学 校 名 設置者別 学校種別 通学別 控 除 額
家別

就 筑波大学 -----
※自宅計居 本人 国立 自宅外 万円

支者
持に 学

※国公立 ※小・中・高・高専・大学 ※自 宅 万円私 立 専修（高等・専門） 自宅外
に ※国公立 ※小・中・高・高専・大学 ※自 宅 万円0 X 者 私 立 専修（高等・専門） 自宅外

印印 ※国公立 ※小・中・高・高専・大学 ※自 宅 万円私 立 専修（高等・専門） 自宅外

家
特別控除項目 控除有無 ー

庭 障害者がいる世帯 ※有・無 続柄（ ）氏名（ ） 手帳番号（ ） 万円
の

特 その他
殊 ＇

事
情

本
家庭からの給付 月額（ 千円） 認 定

アルバイト 月額（ 千円） 内容（ ） 総収入金 額 ① 万円人
の 受給中 月額（ 千円） 団体名（ ） 必·要経費 ② 万円

状
奨学金

申請中 月額（ 千円） 団体名（ ） 特別控除額 ® 万円
況

その他の収入 月額（ 千円） 内容( ） 総所得金額
④＝①一②—®

万円

学 高等学校 5 4 3 2 1 世帯人数 人
業 評 価 平 均 値 収入基準額

⑤ 

成
大学（院） A B C 万円

績 修得単位数または科目数 家計充足率
lli)={i)＋⑤XIOO 

（注）1. 太線の枠内を記入し、 ※印は0で囲むこと。
2. 「給与所得の収入金額」欄は、 申請の前年1年間の収入金額を記入し、 所得証明諮、源泉徴収票（写）を添付すること。
（父と母が給与所得者の場合は父と母両方添付すること。 年金受給者の場合は年金振込通知沓（写）。 失業者は雁用保険受給資格者証（写）。

3. 「給与所得以外の所得金額」欄は、 中胡の前年1年間の収入金額から必要経費を控除した金額を記入し、 確定申告書（写）等を添付すること。
（父と母が確定申告をしている場合は父と母両方添付すること。）

4. 「家庭の特殊事情」欄について、陪害者のいる批帯については障害者手帳（写）、 その他については証明するものを添付すること。
5. 「学業成績」欄については、 1年次生（編入学生を含む。）にあっては出身学校の成績を記入（科目数で平均値を算出）し、

成績証明杏を添付すること。 2年次以上の者にあっては、 前年度までの成組（修得単位数で平均値を算出）を記入し、 成績証明書を
添付すること。
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